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Ⅰ．富岩運河環水公園における駐車場整備運営方針の検討について 

１．背景と目的 

 富岩運河環水公園は、とやま都市 MIRAI計画のシンボルゾーンとして、水辺空間の豊かさを大切

にしながら整備された親水文化公園です。 

公園内には富山県美術館、野外劇場、野鳥観察舎、スターバックスコーヒー、ラ・シャンスなど

の公園施設があり、年間入込数が 100万人を超える県内有数の観光地となっていますが、以前より

公園利用者以外の長時間駐車等による慢性的な混雑が問題となっています。 

そのため、県では令和５年度に AI カメラによる駐車台数調査と、駐車場利用者へのアンケート

による駐車場利用実態調査を行い、アンケートでは、有料化に対して約 6 割の方々が理解を示し、

有料化後の無料時間については、半数を超える方々が 1時間までを希望と回答しています。 

この結果をもとに、県では「公園利用者のための駐車場」「民間活力導入による効率的な管理運

営」「駐車場利用者の利便性向上」の３つの考え方に基づき、利用実態調査や民間事業者の意見な

どを参考に、公園利用者が利用しやすく、効率的な管理運営となる、駐車場有料化の整備運営方針

をとりまとめました。 

 

２．駐車場の状況 

公園内には 4か所の無料駐車場（①北地区駐車場、②スターバックス前駐車場、③さくらの下駐

車場、④ラ・シャンス前駐車場）と 2か所の有料駐車場（立体駐車場、美術館駐車場）があり、こ

のうち本運営方針の対象は、美術館駐車場を除く、公園管理者が所管する 5か所の駐車場とします。  

ただし、立体駐車場は既に指定管理者で有料化による運営を行っているため、対象としない。 

利用時間：9：00～21：45 （立体駐車場のみ、8：00～22:30） 

 

 

 

 

 

  

【有料】73 台 
環水公園立体駐車場 
・美術館、公園利用者２時間無料、 
 以降 30 分 110 円 

【無料】100 台 

①北地区 

【無料】20 台 

③さくらの下 

＜ｽﾀﾊﾞ前駐車場の混雑状況＞ ＜北地区駐車場の混雑状況＞ 

【有料】103 台 
富山県美術館駐車場 
・美術館、公園利用者 2 時間無料、 
 以降 30 分 110 円 

【無料】12 台 

②スターバックス前 

【無料】40 台 

④ラ・シャンス前 
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1. 整備運営の基本的な考え方 

富岩運河環水公園駐車場の課題を解決するため、次の３つを有料化する際の基本的な考え方とし

ます。 

課題１ 

「目的外利用や不要な長時間駐車の排除」 

⇒駐車場の目的外利用や長時間駐車により駐車場が混雑し、本来利用したい公

園利用者が利用できないといった状況が見受けられます。 

 

考え方１ 

「公園利用者のための駐車場」 

⇒利用時間に応じた駐車料金が発生することで、目的外利用や長時間利用に対

する抑止効果につながると考えます。 

公平性の観点からも有料化を行うことにより、公園を訪れる多くの方々が利

用しやすい駐車場を目指します。 

 

課題２ 

「駐車場管理運営の業務負担」 

⇒繁忙期やイベント開催時の混雑時の警備にかかる人的負担、駐車場補修等の

費用負担があり、効率的な駐車場運営が望まれます。 

 

考え方２ 

「民間活力導入による効率的な管理運営」 

⇒専門的な技術や豊富な経験を持つ民間事業者のノウハウを生かした駐車場

運営を行うことで、駐車場運営コストの合理化及び削減、サービスの向上を

図ります。 

 

課題３ 

「駐車場待ち時間の緩和と待機車両の解消」 

⇒繁忙期の週末を中心に駐車場に入場するための待機車両による渋滞が発生

し、公園周辺の交通を阻害する状況も見受けられます。 

 

考え方３ 

「駐車場利用者の利便性向上」 

⇒満空情報など ICT技術を活用した情報発信等により、複数ある公園駐車場へ

のスムーズな交通誘導を行い、待機車両の減少や駐車待ちの解消を図りま

す。 

 

Ⅱ．有料化の整備運営方針について 



3 

 

 

2. 駐車料金設定の考え方 

① 基本料金 

周辺駐車場との料金バランスを考慮して、通常時の上限を設定します。 

（周辺駐車場料金：30分毎に 110円【R7.3現在】） 

② 無料時間 

公園利用者は入場から１時間まで無料を基本とします。 

③ その他 

・ 料金見直しの考え方 

周辺駐車場料金等を参考に、必要に応じ見直しします。 

・ ダイナミックプライシング（＝料金変動制度） 

特別なイベントや繁忙期の土日祝等に設定可能。ただし、設定にあたっては予め県と協議の

うえ、十分な周知期間を確保します。 

・ 最大料金の設定 

公園利用者に配慮し、最大料金の設定を可能とします。設定にあたっては予め県と協議のう

え、十分な周知期間を確保します。 

3. 有料化の事業手法 

民間事業者が、主な施設整備、管理運営を行う「設置許可」により実施します。 

・ 事業許可期間は５年間とします。 

4. 利用者の利便性向上 

① 満空情報の提供 

・ ５か所の公園駐車場入口に満空表示板を設置します。 

・ 事業者が提供するアプリや、公園のウェブサイトに近隣の駐車場も含めた満空情報を提供。 

② 駐車料金の支払い方法 

・ 現金のほか、電子マネー、QRコードなど様々な支払いに対応。 
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